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市
民
の
み
な
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ん
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意
見
交
換
会

※ お住まいの地域に関わらず、どの会場にもご参加いただけます。
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意見交換会

　丹波市議会基本条例はその前文で、市民に対して積極的に
情報を公開し、市政への参画を求めることをうたっています。
　また、自己研鑽及び資質の向上を図り、議員間で活発に討
議するとともに、行政の監視役として、持続的な緊張関係を
保たねばならないとしています。
　この考え方をベースに、丹波市議会は「開かれた議会」へ
の歩みを進めてきました。
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５/13 （月） 午後 7 時～ ハートフルかすが

５/14 （火） 午後 7 時～ 青垣住民センター

５/15 （水） 午前 10時30分～ 市民プラザ

　　　　　　　　 午後 7 時～ 柏原住民センター

５/７ (火) 17:00 までに
議会事務局へお申込みください。
　※ 費用は無料

託児 ・手話通訳希望の方へ

市民プラザ会場のみ

託児室の設置と手話通訳者の

配置を行います。

　主催者の広報活動、記録のために

録音、撮影をさせていただきます。

　また、広報紙に写真を掲載させて

いただく場合もございますので、

あらかじめご了承ください。

　参加者による無断録音・撮影は

固くお断りいたします。

参加時の注意事項

※ ５つのテーマのグループに

　 分かれて意見交換を行います。

Ａ：教育

Ｂ：地域づくり
Ｃ：女性活躍
Ｄ：防災

Ｅ：その他（市政全般）

今回のテーマ

５/13 （月） 午後 7 時～ ライフピアいちじま

５/14 （火） 午後 7 時～ 山南住民センター

５/16 （木） 午後 7 時～ 氷上住民センター

太田 一誠　山名 隆衛　近藤 憲生　奥村 正行　垣内 廣明

西脇 秀隆　小橋 昭彦　足立 嘉正　須原 弥生　谷水 雄一

＊
＊１班

酒井 浩二　西本 嘉宏　　藤原　悟　　  吉積　毅　　  小川 庄策

渡辺 秀幸　太田喜一郎　大西ひろ美　広田まゆみ　前川 進介

＊
＊２班

私たちがお待ちしております

　丹波市議会事務局

☎ 07 9 5 - 8 2 - 1 4 7 2

FAX 0 7 9 5 - 8 2 - 1 5 2 3

メール

 gikai@city.tamba.lg.jp

お問い合わせ

参加費
無 料

事前申込
不 要
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　新年度予算の重点施策の一番目に「たんばゼ
ロカーボンアクションプロジェクト」が挙げら
れ、事業進捗のマネジメントについての質問が
出ました。

このゼロカーボンアクションを本当
に実現させたいという思いがなかな

か伝わってこないのだが、市長は本当に
実現させたいと思って重点施策としたの
か。

国として地球としてやっていかなけ
ればいけないことだと言われており

ますので、議長と一緒にゼロカーボンシ
ティ宣言をいたしました。そのときから、
丹波市においてもしっかりとやっていき
たいと思っております。

答

問 ２月に行われた丹波市地球温暖化対
策実行計画策定に向けた会議におい

て、市民参加は０人とのこと。形骸化さ
せないためにもしっかりしたマネジメン
トが必要なのではないか。

０人という結果からも、地球温暖化
対策という全市民に関係する課題

でありながら、身近で自分ごとと感じて
いただける方が少ないと感じています。
　市民の皆様のゼロカーボンアクション
の実践に結びつけられるように、呼びか
けていきたいと思っております。

答

問

「たんばゼロカーボン
アクションプロジェクト」
は形骸化しないか？

　市営住宅へ多くの市民が入居できるように、空室 40 戸の修繕等を行います。
　この事業に対し、共益費の扱いについて議論になりました。

市営住宅の入居率や浄化槽と下
水道等の違いで共益費に不公平

が生じていないか。

各団地の条件により共益費に差
があることは認識しています。公

平性が図れるように、今後調査し検討
してまいります。

答

問 入居希望時に、共益費等の情報提
供が必要ではないか。

現在は共益費の金額まではお知
らせしておりませんが、今後は、

各団地の共益費等を把握して、事前に
丁寧な情報提供ができるように検討し
てまいります。

答
問

市営住宅の共益費は公平か？

　運用開始から８年経過し、各装置の老朽化が進んでいます。令和８年４月運
用開始に向けて再整備し（約 14 億３千万円：債務負担行為限度額　　）、引き
続き 24 時間 365 日の安定した消防指令体制で市民の安全・安心の向上を図る
事業です。議会では近隣市町との共同運用の可能性にも質疑が及びました。

高額な出費だが費用対効果はど
うか。

消防指令センターの構成やシス
テムについて業務委託で検証し

ています。能率的なシステムの整備と
コスト削減を目指していきます。

答
問 再整備後に共同運用が進む場合、

既存の機材は使えるか。

メーカーが同じであれば、使用は
可能です。今後はメーカーが異

なっても利用できる研究を進めます。
広域化・共同運用のあり方は、今後も
検討いたします。

答
問

高機能消防指令センター再整備で

持続可能な消防体制を

　剪定枝を青垣リサイクルセンターで
チップ化し、売却している再資源化事業
について、コスト面や物流面などから質
問が出ました。

剪定枝を電気エネルギー

に変えられないか？

　

現状のように手数料が必要な資源ご
みとして扱うだけでなく、木質バイ

オマス発電向けに有価物として持ち込む
ルートを確立することができれば、市民
負担が軽減できるのではないか。

丹波市を介さず、民間事業者によっ
て剪定枝が地域の資源となることが

理想です。有価物として取扱いできるか
どうかを含めて民間事業者と協議を進め
てまいりたいと思います。

答

問消防指令の広域化・共同運営につ
いて近隣市町とは、なぜ進められ

ないのか。

過去には三田市・丹波篠山市と進
めていましたが、両市との間でコ

スト面、人員面で折り合わず、共同運
用協議は見送りとなりました。

答

問

　中学校体育館や青垣診療所の空調設備
工事など、令和６年度に予定される脱炭
素に向けた方針や内容について質疑があ
りました。

省エネ・脱炭素化に向けた工事に関
して、丹波市として取組方針等があ

るのか。

既に策定している地球温暖化対策
実行計画事務事業編の第３期実行

計画で設備の改修方針や施設更新の方針
を示しております。

答

問

公共施設整備で

どのようなゼロカーボン対策
をするの？

 体育館の空調には、かなりの電気
代がかかると考えられるが、体育館

の屋上で太陽光発電をしないか。

今回の工事にあたって、太陽光発電
設備の設置は予定しておりません。答

問
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令和６年度予算を

議会が

チェック！チェック！

債務負担行為：１つの事業や事務が単年度で終了せず

に、後の年度においても支出をしなければならない場

合に、あらかじめ後の年度に必要となる支出額を予算

で決めておくこと。

カイ

　　　セツ
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　３月定例会では令和６年度予算について慎重に審議しました。
　今回は、新年度の事業の中で各議員が特に注目した事業とそ
の事業を選んだ理由についてご紹介します。

議員が注目する

　　新年度事業新年度事業
議員の視点

「生涯学習のまち」を目指し、人々の学びや

活動などを通し、広い視野や豊かな心・自

己幸福感や生きがい・学びから広がるコミュ

ニティに期待する。／市内の周遊観光拠点

に期待／再資源化への取組を期待

小
お が わ

川 庄
しょうさく

策

・認知症高齢者等個人賠償

　責任保険事業

・防犯カメラの設置

・道路沿い支障木伐採事業

認知症の方がおられる家庭の心配事を和ら

げる事業、日常生活での偶発的な事故によ

り、損害賠償責任を負った場合に、上限１

億円の保険を市が保険契約として全額負担、

対象者は負担なし。

奥
おくむら

村 正
まさゆき

行

・鳥獣被害防止のための

　集落環境整備

・地域伴走型支援者の配置

・道路沿い支障木伐採事業

少子高齢化へ向かう中、中山間地域の課題

である鳥獣被害の減少を図り、通行の妨げ

となる支障木伐採により、安心安全な地域

づくりを望む。

渡
わたなべ

辺 秀
ひでゆき

幸

・「図書館のあり方」計画の
　策定
・権利擁護支援センターの
　開設
・子ども・若者サポート
　センターの移転整備工事

今後 10 年間の図書館のあり方の計画を策

定。楽しみである！／認知症等で判断能力

が不十分な方などに対する総合的な相談支

援センターが開設。成年後見人制度の利用

手続き等、専門的・法律的な相談もできる。

須
す は ら

原 弥
や よ い

生

・権利擁護支援センターの
　開設
・子ども・若者サポート
　センターの移転整備工事
・多文化共生社会の実現へ
　の取組

認知症、障害がある方、ひきこもりの方等に

対して、両センターがこれまで以上に支援の

役割を果たすと考える。／今後も外国人市民

の増加が見込まれ、多文化共生を実現するた

めの基本方針は早期に策定する必要がある。

藤
ふじわら

原　悟
さとる

いずれもこれからの時代に欠かせない方向

性。本来的には「行かない窓口」が理想／人

手だけでは地域環境を守れない時代が目の前

に／図書館は社会学習拠点に進化していくだ

ろうがその方向性が見えてくるかどうか。

小
こ ば し

橋 昭
あきひこ

彦

・「書かない窓口」の実現に
　向けた取組
・ラジコン式草刈機による
　地域の除草課題の解決

・「図書館のあり方」計画の
　策定

・第２期丹波市生涯学習
　基本計画の策定
・道の駅あおがき再整備
　事業
・プラスチック製品の分別
　収集・再資源化

　森林環境譲与税を活用し、山林から市道に張り出して通学や自動車の通行を妨げてい
る支障木を、土地の所有者に代わって市が伐採する事業が予算化されました（390 万円）。
申請する側の地元自治会にとって使い勝手が良いか、議論になりました。

伐採後 10 年間は地元自治会及び土
地所有者でその場所の維持管理をし

なくてはならないということだが、負担
になるのではないか。

維持管理に関する協定書は地元自
治会と土地所有者、丹波市の３者で

結び、市も一定の責任は負います。しか
し通学路等市民の安全のためとご理解い
ただき、維持管理は地元自治会及び土地
所有者が主体となってご協力いただきま
す。根元から倒伐しますので、下草刈な
どの作業が中心になろうかと思います。

答

問 令和６年度予算で対応するのは何箇
所か。現時点で自治会から要望が出

ているのは何件くらいあるのか。

令和６年度予算で予定しているの
は、以前から苦情が多くあった１箇

所のみです。これまでに要望が出ている
のは数件ですが、今後市内の各自治会に
説明して要望を受け付け、通学路かどう
かや通行量などにより優先順位をつけて
順次取り組む予定です。なお、県道や国
道沿いの場合はこの事業の対象になりま
せん。

答

問

市道沿いの支障木を市の予算で伐採
要望する自治会にとって使い勝手は？

　高齢化により除草作業が困難になってきている自治協議会にラジ
コン式草刈機を貸与し、除草課題の解決に向けた実証実験を行う計
画が示されました（約 900 万円）。他自治体で類似の実験もあり、
予算化にあたり十分な調査を行ったかが議論になりました。

実証実験というが、具体的にどのよ
うなことを実証する計画なのか。

除草作業を地域課題として主体的に
解決に取り組む予定の佐治地域及び

遠阪地域で２年間の実証実験を行います。
自治協議会での機械の管理や運用の手順
等について確認し、その結果を踏まえて、
他の自治協議会にも導入することを考え
ています。

答
問 県でもすでに実証実験を行った事例

があると聞く。それらの結果を調査
した上で予算化したか。

県の実験については確認していませ
んが、他の自治体での導入状況等に

ついて調査しました。機械の導入は夏頃
を予定していますので、それまでの間に
先行実験の結果などを確認し、検証の効
果が得られるようにします。

答

問

ラジコン式草刈機の実証実験
予算化に向けた調査は十分だったか？
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■新年度注目事業■新年度注目事業

・市民参加型合意形成
　プラットフォームの導入
・漢方の里総合運動公園の
　整備
・子ども・若者サポート
　センターの移転整備工事

合意形成には「傾聴」が必要不可欠。オン

ラインワークショップによって意見を集め

ることはできても、多様な考えを持つ市民

の合意形成までは難しいのでは。そのこと

に配慮し、工夫して活用していただきたい。

前
まえがわ

川 進
しんすけ

介

・市民参加型合意形成
　プラットフォームの導入
・環境に配慮した林業施策
　の推進
・認定こども園を運営する
　法人への支援

10 年前に消滅可能性都市と指摘された丹波

市が今後持続可能な自治体であるためには、

市民とのコミュニケーション強化が重要。

デジタル技術を活用し、子どもからおとな

まで幅広く市民からの意見に期待する。

大
おおにし

西 ひろ美
み

・道路沿い支障木伐採事業

・路線バス運行社会実験の
　実施

・女子野球タウンに関する
　取組

市道に張り出していた支障木を土地所有者

に代わって市が伐採整備する。地元住民か

らの苦情が多い課題解決に向けて期待する。

／周辺地域から中心部への本格路線バス運

行の早期実現を期待する。

山
や ま な

名 隆
たかえい

衛

・市制施行20周年記念事業
　関連予算

・丹波市観光アンバサダー
　による魅力発信

・高校魅力化支援事業

20 年といえば人間でいう二
は た ち

十歳になる。

市民全員で市制の二十歳をお祝いしましょ

う。／丹波市の食・名所の全国発信を期待

する。／市内３高校を存続させるため有効

な支援を願う。

近
こんどう

藤 憲
の り お

生

・行政イントラネットワーク
　の最適化
・認定こども園を運営する
　法人への支援
・ラジコン式草刈機による
　地域の除草課題の解決

庁舎・支所の整備方針が議論凍結のまま全庁

舎に関わる財政投資を審議できるのか。総合

計画・行革プラン等々将来的な市の構想・財

政計画に影響ないのか。／少子化するこども

園の運営、自治会等直面する構造的人手不足

谷
たにみず

水 雄
ゆういち

一

・たんばゼロカーボンアク
　ションプロジェクト
・自動録音電話機等購入費
　補助金
・認知症高齢者等個人賠償
　責任保険事業

子どもたちの未来を守るためには、地球を

守らないといけない !! 脱炭素社会の実現

を ! ／高齢者に対する特殊詐欺防止を図り、

また認知症の方やその家族が安心して住み

慣れた地域で暮らしていくために。

広
ひ ろ た

田 まゆみ

・たんばゼロカーボンアク
　ションプロジェクト
・対象 20 業務の標準準拠
　システムへの移行開始
・丹波竜化石工房拡充工事
　関連業務の実施

バイオマスプラスチック配合のごみ袋への切

り替えなど脱炭素化への経費を注視／国のシ

ステム標準化へ移行による人的・財政的負担

軽減につながる取組の推進を／丹波竜コンテ

ンツを最大限活用できる施設拡充へ期待

吉
よしづみ

積　毅
つよし

・小・中学校施設の整備

・漢方の里総合運動公園の

　整備

・河川維持事業

体育館の空調設備への実施設計業務が盛り

込まれた。／閉校となる旧和田中学校と薬

草薬樹公園を一つの運動公園にするもの／

防災・減災対策から市の管理河川の土砂撤

去、その他の河川修繕工事

西
にしわき

脇 秀
ひでたか

隆

・中学校６校の屋内運動場

　空調設備の整備工事

・地域づくり交付金の見直し

・道路沿い支障木伐採事業

中学校体育館の空調設備の整備は、熱中症対

策や避難所対策としても有効／地域課題の解

決と市民の主体的な活動による持続可能な地

域づくりを／森林環境譲与税で通学や自動車

通行に支障をきたす支障木を市が伐採

西
にしもと

本 嘉
よしひろ

宏

・丹波竜の里公園周辺の
　再整備

・青垣診療所改修工事実施

・柏原斎場火葬炉設備等
　改修工事

公共施設を知る教育と考えた場合、箱物やモ

ニュメントなどに関わる時に子どもの体験教

育が大切である。教育的観点から企業やまち

づくり体験を俯瞰して考える施策に転換し将

来子どもが帰りたいまちとするのが重要だ。

太
お お た

田 一
いっせい

誠

・たんばゼロカーボンアク
　ションプロジェクト

　市指定燃やすごみ袋を

　バイオマスプラスチック配合

　ごみ袋に切り替える事業

昨年の予算決算常任委員会において、バイ

オマスプラスチック配合ごみ袋の導入を提

案したが導入は考えていないとのことで

あったが、新年度より脱炭素社会の実現に

向けて取り組むとしているので評価したい。

太
お お た

田 喜
き い ち ろ う

一郎

・認定こども園を運営する
　法人への支援

・路線バス運行社会実験の
　実施

・小・中学校施設の整備

保育ニーズの多様化や保護者の就労環境の

変化などに伴い、保育教諭不足や保育現場

の負担が増大する中で、法人が安定して運

営できる体制と安全で安心して子どもを預

けることができる環境整備が重要である。

酒
さ か い

井 浩
こ う じ

二

・丹波竜の里公園周辺の

　再整備

・丹波竜化石工房拡充工事

　関連業務の実施

教育部局所管の整備事業ではあるが、『丹波

竜を活用したまちづくりの推進』のみなら

ず過疎地域に指定された山南地域への観光

誘客を図ることができ、関係交流人口の増

加が多いに期待される。

足
あ だ ち

立 嘉
よしまさ

正

一般会計予算の推移

370
354

16億円
増

R2　R3　R4　R5　R6

371

336
346

丹波市予算
ガイドはこちら

370
令和６年度一般会計予算

億円

258

８つの特別会計及び公営企業会計

億円

可 決令和６年度予算

約
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全員賛成で可決・認定・採択した議案
議　　　案

条
例
改
正

〇 丹波市長等の損害賠償責任の一部
　 免責に関する条例

〇 市立青垣児童公園条例

〇 市税条例等

〇 市営自転車等駐輪場条例

〇 市営駐車場条例

〇 消防団員等公務災害補償条例

〇 介護保険条例

〇 アフタースクール実施条例

〇 家庭的保育事業等の設備及び運営に
　 関する基準を定める条例

〇 水道事業給水条例及び水道事業布設
　 工事監督者の配置基準及び資格基準
　 並びに水道技術管理者の資格基準に
　 関する条例

〇 コミュニティ・プラント及び農業
　 集落排水処理施設条例

〇 市税条例

〇 特定教育・保育施設及び特定地域型
　 保育事業の運営に関する基準を定め
　 る条例

条
例

廃
止

〇 新型コロナウイルス等感染症対策
　 基金条例

契
約
締
結

〇 柏原斎場火葬炉設備等更新工事

〇 生徒用学習机・椅子の購入

〇 小学校指導者用デジタルブック購入
　 （２件）

〇 丹波竜化石工房拡充工事関連業務

〇 市島支所及び市島農村環境
　 改善センター解体工事の変更

そ
の
他

〇 過疎地域持続的発展計画の変更

〇 兵庫県市町村職員退職手当組合規約
　 の変更に係る協議

〇 市有財産の無償譲渡（梶原自治会）

〇 市営住宅新川町団地の廃止

２月臨時会

賛否が分かれた議案と審議結果

議　　　案
結　

果

賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

須
原
弥
生

藤
原　

悟

小
橋
昭
彦

前
川
進
介

大
西
ひ
ろ
美

山
名
隆
衛

近
藤
憲
生

谷
水
雄
一

広
田
ま
ゆ
み

吉
積　

毅

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

酒
井
浩
二

足
立
嘉
正

垣
内
廣
明

人
事

案
件

教育長の任命
片山  則昭 氏

原案
可決

18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

令
和
６
年
度

当
初
予
算

国民健康保険特別会計
事業勘定

原案
可決

17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 議

長

後期高齢者医療特別会計
原案
可決

17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 議

長

条
例

改
正 国民健康保険税条例

原案
可決

17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 議

長

　※ ○は賛成、●は反対、 は賛成・反対討論を行った議員。

　※ 議長は議事進行を行うため、特別多数議決を除き原則として

　　 採決には加わりません。賛否同数の場合のみ議長は裁決を行います。

　※ 特別多数議決 特  ：重要な公の施設の廃止など、特に重要な議案については

　　　　　　　　　　  ３分の２以上の賛成を必要とし、議長も採決に加わります。

審議結果は

こちら ▶

丹波市役所旧柏原支所の
行政財産化についての要望書

　令和６年２月２日付で柏原自治協議会
より「旧柏原支所の活用方法」、「旧柏原
支所が行政財産になり得る点」及び「旧
柏原支所ゾーニングプラン」資料を付し、
これらの考え方に基づき、旧柏原支所を
行政財産とするよう要望を受けました。

　市当局から経過報告並びに県民局の「ま
ちの拠点創造プロジェクト」の進捗状況
の説明を受け、委員会で質疑しました。「今
後の対応については、地元からの提案も
含め実現可能か庁内で検討を進めたい。
活用策は地元と協議し考えるが、行政財
産化はハードルが高いので民間活用も含
めて検討したい。」と答弁がありました。

　市当局には要望書・陳情書の願意、委員会で出た意見等を十分参考にし、
事業計画を慎重に進めていただきたい。

山南地域過疎対策に
関する陳情書

　令和６年２月 14 日付で山南地域自治協
議会連絡会より「企業誘致で移住を促す」、

「交流人口を増加させ、移住に繋げる」の
2 つの方針に沿った山南地域の特色を活か
した過疎対策事業の実施を求める陳情を
受けました。

　市当局から過疎計画については、柔軟
性を持ちながら幅広い視点で事業を精査
し、実現可能性の高いものを計画に位置
づけてきた旨の説明を受けました。地域
等との調整が整ったものについては事業
の実現度などを考慮しながら、計画に追
記していくとの答弁がありました。

議　　　案
人
事

案
件

〇 人権擁護委員の候補者の推薦
　 山中  惠美子 氏　荒木  伸雄 氏

令
和
６
年
度
当
初
予
算

〇 一般会計

〇 国民健康保険特別会計直診勘定

〇 介護保険特別会計保険事業勘定

〇 訪問看護ステーション特別会計

〇 地方卸売市場特別会計

〇 駐車場特別会計

〇 看護専門学校特別会計

〇 水道事業会計

〇 下水道事業会計

令
和
５
年
度
補
正
予
算

〇 一般会計（第 10 号）

〇 国民健康保険特別会計事業勘定（第３号）

〇 国民健康保険特別会計直診勘定（第３号）

〇 介護保険特別会計保険事業勘定（第３号）

〇 訪問看護ステーション特別会計（第３号）

〇 後期高齢者医療特別会計（第２号）

〇 看護専門学校特別会計（第３号）

〇 下水道事業会計（第３号）

条
例
制
定

〇 指定居宅サービス等の事業の人員、
　 設備及び運営に関する基準等の見直し
　 に伴う関係条例の整備に関する条例

〇 上下水道事業運営審議会の設置に
　 関する条例

議　　　案
条
例

改
正 〇 手数料条例

令
和
５
年
度

補
正
予
算

〇 一般会計（第９号）

３月定例会 【 要望内容 】

【 総務文教常任委員会の意見 】

ご要望を受けて委員会で調査しました
　市議会にご要望いただいた中で、より詳しく調査すべきと
判断したものについて所管の委員会で調査しました。

議
案
の
審
議
結
果

【 陳情内容 】

【 委員会でのやりとり 】 【 委員会でのやりとり 】

　議会にあなたの要望などを届ける方法には２種類あります。請願に
は紹介議員が必要ですが、陳情（要望）の場合はひとりからでも可能
です。決まった様式はありませんので、どうぞ声を届けてください。

あなたも議会に 声 を届けませんか？

請願・陳情

要
望
・
陳
情

請　

願

紹介議員

国

・
県

・
市

本会議で議決 委員会で審査

委員会で調査

全議員に写しを配布

請願者

陳情者意見書

提出

報告

特

可決
全員賛成で

※ 「平成 26 年８月 16 日丹波市豪雨災害復旧に係る下鴨阪地区獣害防護柵設置工事に係る
　 丹波市行政の不作為の是正に関する陳情書」は、民生産建常任委員会で調査中です。
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

藤
原 

悟

酒
井
浩
二

谷
水
雄
一

山
名
隆
衛

前
川
進
介

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

西
脇
秀
隆

須
原
弥
生

太
田
一
誠

広
田
ま
ゆ
み

太
田
喜
一
郎

吉
積 

毅

足
立
嘉
正

大
西
ひ
ろ
美

小
橋
昭
彦

谷
たにみず

水　雄
ゆういち

一  議員

 

ス
マ
ー
ト
農
業
に

は
、
効
率
的
な
機
械

動
線
確
保
の
た
め
圃
場
等

の
整
備
、
高
額
な
資
金
が

必
要
で
あ
る
。
今
後
、
就

農
林
業
人
口
が
減
少
し
、

休
耕
田
・
山
が
予
測
さ
れ

る
。
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
も
頻
発
す
る
中
、
農
業

生
産
Ｕ
Ｐ
、
山
の
整
備
も

一
緒
に
図
れ
る
防
災
対
策

を
一
体
的
に
進
め
て
は
ど

う
か
。大

変
有
効
な
提
案
だ

と
思
い
ま
す
が
、
圃

場
整
備
と
治
水
を
同
時
に

進
め
て
い
く
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
い
と
も
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
な
る

ほ
ど
と
考
え
る
所
も
あ
り

ま
す
の
で
研
究
し
ま
す
。

現
在
改
修
工
事
を
進

め
て
い
る
漢
方
の
里

総
合
運
動
公
園
に
災
害
対

応
機
能
を
付
加
し
て
は
ど

う
か
。一

時
避
難
場
所
等
に

指
定
す
る
予
定
で
す
。

旧
和
田
中
学
校
に
災
害
用

の
井
戸
を
設
置
し
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
を

検
討
す
る
な
ど
、
現
有
の

機
能
を
最
大
限
活
用
し
ま

す
。
一
時
避
難
所
と
な
る

小
学
校
な
ど
井
戸
設
置
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

行
政
職
員
の
災
害
派

遣
手
当
に
つ
い
て

現
行
、
そ
の
取
扱
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

あ
る
規
定
に
基
づ
き
対
応

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
国

の
通
知
、
他
市
町
の
取
組

状
況
も
参
考
に
研
究
し
ま

す
。 答 問

農
業
×
防
災
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

別
々
の
計
画
で
す
が
、
有

機
的
に
連
携
さ
せ
効
果
的

に
な
る
よ
う
研
究
し
ま
す

山
や ま な

名　隆
たかえい

衛  議員

消
防
本
部
の
規
模
で

消
防
力
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
大
き
な
差
が
起
き

る
と
は
言
え
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
小
規
模

消
防
本
部
で
の
消
防
力
の

増
強
整
備
が
困
難
と
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

広
域
化
の
必
要
性
は
効
果

的
、
効
率
的
な
消
防
体
制

の
整
備
を
図
る
こ
と
が
極

め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
調
査
・
検
討
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

青
垣
救
急
駐
在
所
の

増
改
築
・
移
転
は
考

え
な
い
か
。

24
時
間
体
制
を
決
め

る
時
に
は
、
移
転
含

め
て
人
員
と
施
設
、
資
機

材
を
最
大
限
、
活
用
を
図

り
、
調
整
を
し
て
い
き
ま

す
。

女
性
の
視
点
に
立
っ

た
災
害
対
応
を
推
進

す
る
姿
勢
が
あ
る
か
。

現
在
、
防
災
担
当
の

女
性
職
員
は
い
ま
せ

ん
。
災
害
対
策
に
お
い
て

女
性
目
線
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
女
性
の

声
を
聞
き
な
が
ら
災
害
対

応
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
女
性
防
災
担
当
職
員

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
配
慮
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
消
防
体
制
の

あ
り
方
は

人
口
の
低
密
度
化
が

進
む
丹
波
市
で
は
あ

る
が
、
災
害
等
に
即
時

対
応
す
る
た
め
の
体
制
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
。 問

前
まえがわ

川　進
しんすけ

介  議員

前
文
に
つ
い
て
は
あ

ん
ま
り
読
ん
で
い
な

か
っ
た
で
す
。

戦
略
を
含
む
非
常
に

重
要
な
箇
所
だ
。
要

望
書
の
内
容
を
総
合
的
に

理
解
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
を
読
ん
だ
時
に

即
座
に
、
そ
れ
だ
け

の
予
算
を
確
保
す
る
の
が

難
し
い
の
で
し
ん
ど
い
話

だ
と
思
い
ま
し
た
。

要
望
書
の
中
身
も
ろ

く
に
読
ん
で
い
な
い

の
に
、
で
き
な
い
理
由
を

並
べ
て
い
る
。
理
解
を
し

た
う
え
で
、「
こ
れ
な
ら

で
き
る
か
な
」
と
い
う
発

想
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

一
部
の
要
望
事
項
に

は
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
全
部
を
で
き
る
方
法

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

令
和
３
、４
年
度
で

相
談
窓
口
を
通
し
た

移
住
者
が
一
番
多
い
の
は

青
垣
地
域
で
、
逆
に
一
番

少
な
い
の
は
山
南
地
域
。

従
前
の
取
組
で
は
山
南
の

過
疎
化
が
止
ま
ら
な
い
。

青
垣
、
山
南
各
々
の
対
策

が
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
と

思
う
が
市
長
は
ど
う
考
え

る
か
。地

域
に
応
じ
た
対
策

を
考
え
た
こ
と
は
そ

こ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
。

部
長
は
ど
う
か
。

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

山
南
地
域
か
ら
の
市

長
へ
の
要
望
書
前
文

に
は
、
山
南
の
現
状
を
踏

ま
え
た
過
疎
対
策
を
し
て

ほ
し
い
と
書
い
て
あ
る

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答 問

問

 

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

か
か
る
支
援
と
学
び
は

 
地
域
特
性
に
応
じ
た
過
疎

対
策
を
す
べ
き
だ

答

答

問 ココココが聞きたい！一般質問

テーマは自由
質問する内容は、議
案とは関係なく議員
が自由に決め、「通告
書」に書いて締切日
までに提出します。

制限時間は 60 分
一人あたりの制限
時間は、市からの
答弁も含め 60 分
です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前に
ホームページに掲載。
また、傍聴者には、
質問要旨をお渡しし
ています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。

［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接

求めることができる重要な機会です。私たちの生活に関わることについて質

問や提言を行いました。

藤
ふじわら

原　悟
さとる

  議員

今回は

７人の代表質問と

９人の一般質問が
行われました！

 

が
主
体
と
な
っ
て
婚
活
支

援
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
令
和
６
年

度
に
取
り
組
む
内
容
は
。

婚
活
お
せ
っ
か
い
マ

ス
タ
ー
と
の
協
働
や

Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を

備
え
た
新
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
兵
庫
県
の
「
ひ
ょ

う
ご
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
の
利
用
を
推
進

し
な
が
ら
、
結
婚
相
談
者

の
登
録
を
増
加
さ
せ
、
出

会
い
の
機
会
を
増
や
せ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

転
入
促
進
、
転
出
抑

制
等
を
図
る
た
め
に

も「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

の
よ
う
な
暮
ら
し
や
す
い

丹
波
市
を
目
指
す
「
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
」
を
示

す
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

総
合
計
画
や
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
市

民
が
居
住
機
能
や
医
療
・

福
祉
・
商
業
、
公
共
交
通

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
機

能
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き

る
よ
う
検
討
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

行
政
主
体
で
さ
ら
な
る
婚

活
支
援
を

結
婚
を
望
む
方
の
た

め
に
、
さ
ら
に
行
政

答 問

市
政
運
営
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
は

「
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
具
体
的
に
反
映
さ

れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

加
な
ど
に
伴
う
都
市
化

が
進
行
す
る
中
で
内
水

被
害
軽
減
対
策
を
下
水

道
事
業
で
対
応
で
き
な

い
か
。下

水
道
事
業
に
よ

る
雨
水
排
水
区
域

は
氷
上
地
域
・
柏
原
地

域
・
春
日
地
域
の
一
部

し
か
な
く
区
域
の
範
囲

を
拡
大
し
内
水
被
害
軽

減
の
対
応
を
す
る
考
え

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

拠
点
市
街
地
の
浸

水
被
害
軽
減
対
策

と
し
て
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト

の
新
設
を

含
め
、
旧
高
谷
川
の
活

用
を
会
派
と
し
て
提
案

し
ま
す
。

提
案
内
容
を
検
討

し
調
査
研
究
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

雨
水
管
理
総
合
計
画

に
対
策
後
の
氾
濫
解

析
浸
水
深
が
減
少
と
示
さ

れ
て
い
る
が
実
効
性
は
あ

る
か
。
ま
た
、
学
校
施
設

整
備
計
画
に
校
庭
貯
留
の

設
置
予
定
は
な
く
、
た
め

池
活
用
で
管
理
者
と
の
協

議
も
行
っ
て
い
る
よ
う
に

な
い
が
、
自
助
を
求
め
る

だ
け
で
な
く
、
公
助
と
し

て
積
極
的
に
内
水
問
題
に

取
り
組
ま
な
い
か
。

地
元
自
治
会
な
ど
と

現
場
立
会
や
協
議
を

行
い
地
域
の
特
性
・
要
望

に
沿
っ
た
対
策
内
容
と
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
校

庭
貯
留
な
ど
は
雨
水
流
出

を
抑
制
す
る
有
効
な
手
段

で
あ
り
関
係
機
関
と
連
携
、

調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
で
雨
水
対
策

に
取
り
組
ま
な
い
か

近
年
、
開
発
申
請
増

問

答

問

答

酒
さ か い

井　浩
こ う じ

二  議員

 

こ
れ
ま
で
の
内
水
被
害
は

解
消
で
き
る
か

浸
水
被
害
の
解
消
も
し
く

は
軽
減
が
図
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す

■ 一般質問

答

答

地
域
特
性
を
活
か
し
た
対

策
は
、
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん

地
域
防
災
計
画
の
課
題
に

十
分
留
意
し
て
全
面
改
定

し
ま
す

答問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

問答

問

答

問

ボックスカルバート：地中に埋設され雨水などを流す管路で箱型のコンクリート構造物のこと。

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

問答

「ひょうご出会いサポート
センター」〔提供：兵庫県〕

公 明 党

新 風 ク ラ ブ

丹 新 会

創 生 会

こ ど も と み ら い
問答

問問答 答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

藤
原 

悟

酒
井
浩
二

谷
水
雄
一

山
名
隆
衛

前
川
進
介

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

西
脇
秀
隆

須
原
弥
生

太
田
一
誠

広
田
ま
ゆ
み

太
田
喜
一
郎

吉
積 

毅

足
立
嘉
正

大
西
ひ
ろ
美

小
橋
昭
彦

■ 一般質問

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
の

機
会
の
確
保
を

子
宮
頸
が
ん
予
防
接

種
の
勧
奨
差
し
控
え

の
影
響
を
受
け
た
対
象
者

へ
の
公
費
接
種
終
了
日
が

迫
っ
て
い
る
が
最
終
周
知

は
。
ま
た
、
男
性
自
身
の

疾
病
と
女
性
へ
の
感
染
防

止
の
た
め
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
を
男
性
が
接
種
す
る

際
の
費
用
の
助
成
は
で
き

な
い
か
。

周
知
に
つ
い
て
は
、

接
種
対
象
者
へ
令
和

６
年
３
月
中
に
お
知
ら
せ

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
男
性
へ
の
接
種
の
安
全

性
等
が
不
透
明
な
状
況
か

ら
接
種
費
用
の
助
成
を
市

単
独
で
行
う
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

農
福
連
携
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
農
業

と
障
が
い
者
就
労
支
援
事

業
所
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を

丁
寧
に
調
査
し
た
う
え

で
、
浸
透
や
醸
成
を
図
る

た
め
の
体
制
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

農
業
者
と
就
労
支
援

事
業
所
が
つ
な
が
る

農
福
連
携
の
取
組
は
年
々

広
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、

改
め
て
の
ニ
ー
ズ
調
査
の

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
推
進
は
、
関
係

す
る
異
業
種
で
情
報
交

換
・
共
有
で
き
る
場
を
設

け
て
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携

を
図
る
な
か
で
推
進
体
制

を
整
え
、
機
運
の
醸
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

答 問

太
お お た

田　一
いっせい

誠  議員

 

あ
る
の
か
。「
時
」
が
抜

け
て
な
い
か
。
ま
た
、
今

後
の
過
疎
対
策
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
の
か
。

個
々
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
実
現

性
の
可
否
の
判
断
、
地
域

等
と
の
調
整
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
事
業
実
施
を
判

断
し
た
場
合
は
、
予
算
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
に
つ

い
て

今
後
30
年
財
政
面
の

課
題
は
な
い
の
か
。

人
口
減
少
に
よ
る
料

金
収
入
減
と
施
設
の

老
朽
化
が
課
題
で
す
。
今

後「
丹
波
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
丹
波
市

の
水
道
事
業
の
理
想
像
を

示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
医
療
福
祉
に
つ
い
て

丹
波
市
内
の
開
業
医

不
足
の
対
応
は
ど
う

か
、
青
垣
診
療
所
の
よ
う

に
チ
ー
ム
診
療
体
制
を
市

に
求
め
ら
れ
な
い
か
。
地

域
密
着
型
基
準
条
例
の
改

正
に
伴
う
医
療
機
関
と
の

連
携
等
の
法
令
遵
守
は
。

市
が
開
業
医
を
招
聘へ
い

す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
今
後
も
地
域
と

情
報
の
共
有
に
努
め
ま

す
。
医
療
と
介
護
の
連
携

強
化
に
よ
る
緊
急
時
の
対

応
力
の
向
上
は
、
医
療
機

関
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

過
疎
対
策
に
つ
い
て

過
疎
地
域
の
声
と
市

の
課
題
解
決
に
む
け

て
協
議
の
場
は
「
い
つ
」

問

施
政
方
針
か
ら
市
の
説
明
責

任
を
問
う

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

 

市
政
運
営
方
針
と
旧
町
ビ

ジ
ョ
ン
の
関
連
は
如
何
か

市
長
の
令
和
６
年
度

市
政
運
営
に
お
け
る

方
針
は
「
未
来
へ
続
く
希

望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
だ
が
、
地
域
の
賑
わ

い
を
掘
り
起
こ
す
よ
う
な

旧
町
毎
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ

る
の
か
。

賑
わ
い
の
あ
る
地
域

を
形
成
し
て
い
く
こ

と
は
、
地
域
活
性
化
を
図

る
う
え
で
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
旧

町
毎
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
地
域
別
構
想
を

ま
と
め
て
い
ま
す
が
、
よ

り
市
民
に
身
近
な
自
治
協

議
会
に
お
い
て
、
地
域
特

性
を
踏
ま
え
た
将
来
像
が

揚
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
市
と
し
て
地
域
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
枠
を
拡
大
し
た

効
果
と
学
生
寮
の
利

用
状
況
は
。

昨
年
度
か
ら
地
域
枠

の
募
集
人
数
を
5
人

程
度
か
ら
15
人
程
度
に
増

や
し
て
お
り
、
今
年
度
の

志
願
者
数
は
地
域
枠
創
設

後
最
多
の
33
人
で
す
。

　

学
生
寮
の
利
用
状
況

は
、
今
年
度
は
30
室
中
15

室
と
な
っ
て
お
り
、
利
用

率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
利
用
率
ア
ッ
プ
の
対

策
と
し
ま
し
て
は
、
入
学

予
定
者
に
つ
い
て
、
市
内

を
含
め
て
近
隣
市
町
村
か

ら
も
使
用
申
請
を
受
け
付

け
る
方
針
と
し
て
お
り
、

案
内
し
て
い
ま
す
。

答

問

看
護
専
門
学
校
学
生
寮
の

利
用
率
ア
ッ
プ
が
必
要
だ

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

 

農
福
連
携
の
今
後
の
取
組

は

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

 

と
な
ら
ず
、
優
良
な
利
活

用
が
望
ま
し
い
。
管
理
不

全
空
家
等
に
認
定
さ
れ
な

い
た
め
に
も
環
境
整
備
を

含
め
た
指
導
が
必
要
で
は

な
い
か
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
も
と
に
、
丹
波
市

空
き
家
等
対
策
審
議
会
の

意
見
も
い
た
だ
き
「
管
理

不
全
空
家
等
」
の
認
定
基

準
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
通
貨
の
更
な
る
活
用

た
ん
ば
コ
イ
ン
を
地

域
づ
く
り
に
も
活
用

で
き
な
い
か
。

将
来
的
に
は
、
地
域

通
貨
の
活
用
だ
け
で

な
く
、
市
民
生
活
の
利
便

性
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
が
、
時

間
を
要
す
る
と
考
え
ま
す
。

丹
波
市
で
は
、
第
２

期
丹
波
市
生
涯
学
習

基
本
計
画
に
向
け
て
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。「
学
び
」

を
通
じ
た
、
学
習
意
欲
の

向
上
・
行
動
支
援
へ
の
考

え
方
は
ど
う
か
。

丹
波
市
に
お
い
て
は

丹
波
市
生
涯
学
習
基

本
計
画
に
掲
げ
る
「
知
識

循
環
型
生
涯
学
習
の
推
進

に
よ
る
持
続
的
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
、
市
民

の
主
体
的
、
継
続
的
な
生

涯
学
習
の
成
果
を
活
か

し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

生
き
生
き
と
活
躍
し
、
地

域
が
活
力
を
持
ち
続
け
る

た
め
の
施
策
を
推
進
し
、

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

改
正
空
き
家
法

空
き
家
は
危
険
空
き

家
（
特
定
空
家
等
）

答 問

丹
波
市
を
充
実
し
た
生
涯

学
習
の
ま
ち
へ

豊
か
な
人
生
と
な
る
生
涯

学
習
活
動
を
積
極
的
に
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

 

子
ど
も
子
育
て
政
策

「
こ
ど
も
基
本
法
」
に

基
づ
く
子
ど
も
施
策

等
へ
の
子
ど
も
の
意
見
反

映
は
で
き
て
い
る
の
か
。

す
べ
て
の
部
局
で
子

ど
も
・
若
者
の
意
見

を
反
映
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。
教
育
委
員
会

で
は
、
第
３
次
教
育
振
興

基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
授

業
で
意
見
を
得
る
学
習
を

し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
断
水
対
策

能
登
半
島
地
震
の
教

訓
か
ら
長
期
の
断
水

対
策
と
し
て
防
災
井
戸
の

整
備
と
災
害
用
井
戸
の
事

前
登
録
制
度
は
ど
う
か
。

非
常
時
に
安
心
し
て

生
活
用
水
を
確
保
で

き
る
共
助
と
し
て
有
効
で

あ
り
検
討
を
進
め
ま
す
。

公
約
に
掲
げ
て
い
る

「
県
下
一
高
い
ご
み

袋
の
半
額
化
」
は
、
い
つ

提
案
さ
れ
る
の
か
。

市
民
の
期
待
に
応

え
、
経
済
的
負
担
を

減
ら
し
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
適
正

な
時
期
に
提
案
し
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員

の
飲
酒
・
無
届
け
事

故
に
よ
る
懲
戒
処
分
を
行

わ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

「
懲
戒
処
分
の
基
準
」

に
基
づ
き
他
市
の
処

分
事
例
、
過
失
の
程
度
や

事
故
後
の
対
応
の
ほ
か
、

日
頃
の
勤
務
態
度
等
も
含

め
、総
合
的
に
考
慮
の
上
、

判
断
、
決
定
し
た
も
の
で

す
。

答

問

公
約
の
「
ご
み
袋
半
額
化
」

は
い
つ
提
案
す
る
か

西
にしわき

脇　秀
ひでたか

隆  議員

 

現
在
、
常
勤
講
師
１

名
が
未
配
置
に
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
長

時
間
労
働
は
超
過
勤
務
で

月
80
時
間
を
超
え
る
人
が

の
べ
１
０
６
人
で
、
産
業

医
に
よ
る
面
接
指
導
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
１
名
を
全
校
配
置

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
教

師
の
働
き
方
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

同
和
問
題
は
解
消
し

つ
つ
あ
り
、
同
和
教

育
を
市
の
人
権
教
育
の
柱

に
す
る
方
向
は
間
違
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

同
和
教
育
は
す
べ
て

の
人
権
教
育
に
つ
な

が
る
も
の
で
す
。
人
権
教

育
＝
同
和
教
育
に
な
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

県
は
２
０
２
８
年
度

に
丹
有
地
域
で
２
高

校
を
減
ら
す
方
針
で
あ

る
。
市
内
３
高
校
の
存
続

を
県
教
委
に
強
く
要
請
す

べ
き
で
な
い
か
。

今
ま
で
も
県
に
住
民

の
声
を
よ
く
聞
い
て

ほ
し
い
と
再
三
要
望
し
て

お
り
、
市
内
３
高
校
存
続

を
望
ん
で
い
ま
す
。
令
和

５
年
度
か
ら
高
校
魅
力
化

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

教
師
不
足
・
人
権
教
育
に

つ
い
て全

国
的
な
教
師
不
足

を
も
た
ら
し
て
い
る

の
が
教
師
の
長
時
間
労
働

で
あ
る
。
丹
波
市
の
学
校

で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

問

市
内
３
高
校
の
存
続
を
要

請
す
べ
き
で
な
い
か

問

答

問

問

問

答

答

問

答

適
正
な
時
期
に
「
燃
や
す

ご
み
袋
の
半
額
化
」
の
提

案
を
考
え
て
い
ま
す

今
ま
で
も
県
に
市
内
３
高

校
存
続
を
訴
え
て
い
ま
す

関
係
部
署
の
連
携
を
強
化

し
推
進
体
制
を
整
え
、
機

運
の
醸
成
を
図
り
ま
す

こ
れ
ま
で
の
事
業
に
つ
い

て
も
十
分
説
明
し
て
い
ま

す

引
き
続
き
入
寮
生
の
増
加

に
努
め
ま
す

答

答

問答

答問

問 答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

藤
原 

悟

酒
井
浩
二

谷
水
雄
一

山
名
隆
衛

前
川
進
介

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

西
脇
秀
隆

須
原
弥
生

太
田
一
誠

広
田
ま
ゆ
み

太
田
喜
一
郎

吉
積 

毅

足
立
嘉
正

大
西
ひ
ろ
美

小
橋
昭
彦

２
０
３
０
年
に
は
子

ど
も
を
産
む
世
代
の

急
減
が
起
こ
る
。
若
い
世

代
が
結
婚
し
よ
う
と
す
る

意
識
が
高
ま
る
施
策
を
今

以
上
に
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
、
価
値
観
が

尊
重
さ
れ
る
地
域
、
魅
力

的
な
働
く
場
の
創
出
や
子

育
て
し
や
す
い
環
境
整
備

を
進
め
ま
す
。
国
県
の
支

援
制
度
を
注
視
し
、
市
の

施
策
状
況
を
見
な
が
ら
、

引
き
続
き
有
効
な
対
策
を

庁
内
連
携
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

太
お お た

田喜
き い ち ろ う

一郎  議員

 

市
の
発
注
す
る
事
業

が
少
な
い
と
聞
く
。

公
共
事
業
の
前
倒
し
に
よ

る
事
業
者
支
援
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

公
共
工
事
の
発
注
に

つ
い
て
は
、
適
正
な

工
期
の
確
保
に
む
け
て
発

注
の
準
備
を
行
っ
て
お
り
、

公
共
工
事
労
務
単
価
や
資

材
単
価
に
つ
い
て
も
最
新

の
単
価
を
適
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
公
共
工

事
の
前
倒
し
に
よ
る
事
業

者
支
援
は
し
ま
せ
ん
。

丹
波
篠
山
市
の
よ
う

に
、
運
送
事
業
者
等

へ
の
支
援
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。財

源
の
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
国
の
交
付

金
等
も
踏
ま
え
考
え
て
い

き
ま
す
。

庁
舎
整
備
事
業
基
金

の
積
み
立
て
は
ど
う

す
る
の
か
。

毎
年
度
、
決
算
剰
余

金
が
確
定
し
た
後
、

積
み
立
て
の
可
否
及
び
金

額
を
決
定
し
ま
す
。

物
価
高
騰
等
を
踏
ま

え
た
地
域
経
済
対
策

は
ど
う
す
る
の
か
。

中
小
企
業
者
に
お
い

て
は
、「
中
小
企
業

者
物
価
高
騰
対
策
支
援

金
」
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
に
お
い

て
も
、
様
々
な
事
業
者
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
の
支
援
策
や

施
策
の
財
源
と
な
る
交
付

金
な
ど
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
効
果
的
な
支
援
策

を
講
じ
ま
す
。

答 問

新
庁
舎
建
設
と
大
規
模
改
修

の
比
較
検
討
は
ど
う
か

問

吉
よしづみ

積　毅
つよし

  議員

 

有
効
活
用
を
検
討
す
べ
き

氷
上
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
設
置
し
、

災
害
時
に
活
用
で
き
る
整

備
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

跡
地
は
埋
立
工
事
が

令
和
４
年
度
に
完
了

し
、
現
在
、
廃
止
に
向
け

て
県
と
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
整
備
は
現
在
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
活
用
方
法

は
地
元
と
調
整
し
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
災

害
時
の
仮
設
住
宅
設
置
や

資
材
置
き
場
と
し
て
の
利

用
は
今
後
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

答

答

問

人
口
減
少
に
向
け
婚
姻
数

を
増
や
す
対
策
が
必
要

答 問

答

必
要
な
時
期
に
比
較
検
討

し
、
議
会
や
市
民
の
声
を

聞
き
慎
重
に
検
討
し
ま
す

女
性
が
社
会
増
と
な
る
よ

う
分
野
横
断
的
に
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す

問

足
あ だ ち

立　嘉
よしまさ

正  議員

 

ビ
ー
イ
ン
グ
」
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

大
丈
夫
？
業
務
集
約
に
よ

る
地
域
消
防
体
制

各
支
所
の
消
防
地
区

主
任
の
業
務
集
約
が

行
わ
れ
る
が
、
火
災
や
災

害
等
の
緊
急
時
に
消
防
地

区
主
任
と
各
消
防
団
員

は
、ど
の
よ
う
に
連
携
し
、

活
動
す
る
の
か
。

各
地
域
の
消
防
団
員

と
消
防
団
業
務
の
担

当
者
と
の
連
携
は
、
業
務

集
約
後
に
お
き
ま
し
て
も

従
来
ど
お
り
で
あ
り
、
引

き
続
き
、
消
防
団
の
自
主

性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
事

務
局
と
し
て
消
防
団
活
動

の
支
援
に
あ
た
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

令
和
６
年
度
教
育
方

針
に
も
あ
る
「
丹
波

市
版
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
実
現
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

協
力
し
て
取
り
組
む

協
働
的
な
学
習
や
自

治
的
諸
活
動
を
通
し
て
、

仲
間
や
教
員
と
の
信
頼
関

係
を
築
き
、
人
と
の
つ
な

が
り
や
絆
を
育
む
こ
と

で
、
幸
福
感
を
高
め
、
協

働
性
を
養
い
な
が
ら
、
多

様
性
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

併
せ
て
、
社
会
貢
献
意
識

や
利
他
性
を
育
む
こ
と
で

「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
毎
日
登

校
し
て
く
れ
る
学
校
」
の

実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
「
丹
波
市
版
ウ
ェ
ル

問

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
居
場
所
を

問

問

答

答

す
べ
て
の
子
ど
も
が
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
登
校
し
て

く
る
学
校
を
め
ざ
し
ま
す

答

■ 一般質問

く
見
え
る
化
す
る
こ
と
は

大
変
大
事
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
と
と
も
に
育
つ
図
書

館
を
目
指
し
て

滞
在
型
図
書
館
を
目

指
し
て
は
ど
う
か
。

近
隣
市
町
に
比
べ
か

な
り
狭
く
、
多
く
の

利
用
者
が
長
時
間
滞
在
に

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

で
き
な
い
状
況
で
す
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
椅

子
を
置
い
た
り
、
市

民
の
情
報
活
用
能
力
を
高

め
る
た
め
の
研
修
等
が
で

き
な
い
か
。

利
用
者
の
声
を
十
分

に
聴
き
な
が
ら
、「
図

書
館
の
あ
り
方
」
を
丁
寧

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
１
４
年
「
消
滅

可
能
性
都
市
」
に
丹

波
市
が
含
ま
れ
、
市
民
に

も
見
え
る
化
し
た
伝
え
方

が
必
要
で
あ
る
。
知
る
こ

と
に
よ
り
、
考
え
行
動
へ

と
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
危
機
感
を
持
っ

て
市
民
に
伝
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

人
口
問
題
は
静
か
な

る
有
事
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
危
機
感

を
伝
え
る
言
葉
は
、
慎
重

に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

参
加
型
合
意
形
成
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

導
入
に
際
し
、
い
ろ
ん
な

情
報
を
図
も
併
用
し
な
が

ら
示
す
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

こ
れ
か
ら
は
図
等
を

使
っ
て
分
か
り
や
す

答 問

小
こ ば し

橋　昭
あきひこ

彦  議員

 

そ
こ
は
あ
ま
り
言
い
す
ぎ

な
い
よ
う
に
お
伝
え
し

た
。
中
身
を
分
析
し
、
政

策
を
伴
っ
て
語
る
の
が
市

長
の
仕
事
で
は
な
い
か
。

こ
の
場
で
の
答
弁
は

答
弁
書
の
と
お
り
で

す
が
、
以
降
は
私
の
思
い

を
語
っ
て
い
ま
す
。
各
議

員
の
一
般
質
問
も
個
人
の

思
い
を
出
さ
れ
て
い
る
も

の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

各
議
員
は
政
策
提
言

を
し
て
い
る
。
そ
れ

を
個
人
的
な
発
言
と
い
う

の
は
不
適
切
で
は
。

各
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
で
発
言
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た

中
で
議
論
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

若
い
世
代
か
ら
は

「
帰
っ
て
こ
い
よ
」

は
上
か
ら
目
線
に
感
じ
る

と
聞
く
。
具
体
像
と
し
て

は
何
を
目
指
す
の
か
。

市
民
が
「
住
み
続
け

た
い
」、
そ
れ
を
見

た
人
が
「
住
み
た
い
」、

市
外
に
出
た
人
が
「
帰
っ

て
き
た
い
」
と
思
え
る
、

３
つ
の
姿
を
目
指
し
ま

す
。
移
住
相
談
窓
口
を
通

し
た
移
住
世
帯
数
が
成
果

指
標
で
す
。

「
社
会
増
２
人
」
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、

昨
年
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

昨
年
の
数
字
は
把
握

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

昨
年
は
か
な
り
減
っ

て
い
る
。１
年
前
に
、

単
年
度
の
こ
と
だ
か
ら
、

答

問

「
帰
っ
て
こ
い
よ
」
と
い
え

る
ま
ち
の
具
体
像
は

大
おおにし

西ひろ美
み

  議員

 

消
滅
可
能
性
都
市
と
指
摘

さ
れ
、
市
民
の
認
識
は

問

答

移
住
相
談
窓
口
を
通
し
た

移
住
世
帯
数
を
指
標
と
し

３
つ
の
姿
を
目
指
し
ま
す

問答

答

問答

問

※ いただいたご意見は民生産建
　  常任委員会で協議しました。
　  結果はホームページにて報告
　  しています。

井
戸
端
ス
タ
イ
ル

井
戸
端
ス
タ
イ
ル

　
令
和
５
年
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
井
戸
端
ス
タ

イ
ル 

市
民
と
の
意
見
交
換
会
。
市
民
の
方
５
名

以
上
か
ら
受
け
付
け
、
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
所
管
す
る
各
常
任
委
員
会
の
委
員
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
１
月
14
日
に
令
和
５
年
度
最
後
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
川 

庄
策 

、
須
原 

弥
生 

前
川 

進
介 

、
西
脇 

秀
隆 

太
田 

一
誠 

１
14 大谷公民館にて

市民 ７名参加

① 

２
自
治
会
に
ま
た
が
っ
て
行
う

　

 

治
水
対
策
に
つ
い
て

② 

道
路
整
備
に
つ
い
て

③ 

河
川
整
備
に
つ
い
て

テーマ
参加
議員

男性に比べて女性の転入の
数が少ない（回復率）

〔出典：第３期丹波市人口
ビジョン〕

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
は
慎

重
に
し
っ
か
り
と
伝
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す

問

答問答

第５回

市
民
と
の
意
見
交
換
会
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民生産建常任委員会 調査報告

農地管理に関する事項について

　農地において耕作放棄地が増えてきて
います。岡山県吉備中央町への視察や、
農地管理に取り組まれている市内２団体
との意見交換会などを行い、耕作放棄地
の改善について所管事務調査を行いまし
た。３月定例会で今後の農地管理につい
て次の提言内容を報告しました。

小規模農家であっても３者以上集ま
ることで、機械購入の補助ができな

　　  いか。

非農家を含めた地域での農地保全、
環境保全活動等への意識向上と参加

　　  促進の強化を図られたい。

農業者への各種補助金や最新情報等
の発信を強化されたい。

「オーガニックビレッジ宣言」を具
体的な施策へ反映する体制を整備さ

　　  れたい。

高校生提案をきっかけに

投票所のあり方を調査しました

　令和５年度に実施した市内高校生・福
知山公立大学生との「ミライ☆プロジェ
クト」で高校生から提案された「移動投
票所や高校に投票所を設置する」につい
て、総務文教常任委員会で丹波市の現状
や他自治体事例等を調査し、以下の要旨
で結果を報告しました。

投票率向上に投票所の効果的な配置
は重要である。

投票所運営の人員配置の面からは工
夫が必要になる。

複合商業施設に期日前投票所設置が
予定されている。

３の効果も参考に、引き続き投票所
のあり方を検討されたい。

総務文教常任委員会 調査報告

１

２

４

３

１

２

３

４

丹波市議会の取組について説明する議員

意
見
交
換
会

議
会
20
年
の
あ
ゆ
み

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

研
修
報
告

お
知
ら
せ

６ 月定例会の日程

＊ 上記の日程は変更になる場合があります。

　 最新の情報はホームページなどでご確認ください。

４月 23 日 （火）

午後８時30分～

※ 再放送は

４月 27 日 （土）

午後３時30分～

放送日

ＦＭ８０５たんば 
「 議員さん こんにちは ! 」で
「 たんばりんぐ 」情報発信中！
   議会をもっと身近に

日 月 火 水 木 金 土
5/26 27 28

本会議
議案提案
9：30 ～

29 30 31 6 / 1

２ ３ ４
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

５
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

６
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

７ ８

９ 10 11 12 13
本会議
議案質疑
委員会付託
９：30 ～

14 15

16 17 18
総務文教
常任委員会
９：30 ～

19
民生産建
常任委員会
９：30 ～

20 21
予算決算
常任委員会
９：30 ～

22

23 24
常任委員会
予備日

25 26
本会議
議案採決
９：30 ～

27 28 29

パソコン・スマホ
 本会議や委員会の視聴は

パソコン・スマホ  が便利♪

動画配信

　市議会では、本会議や委員

会の様子をインターネットで

動画配信しています。

　録画映像も公開しておりま

すので、見逃した方もパソコ

ン・スマートフォンでご覧に

なれます。

（録画映像は会議終了後、

 １週間程度で公開）

議会運営委員会

　常任委員会において２年間の活動計画
書を作成し、それに添って委員会運営を
行うことで執行部への政策提言につなが
るように工夫されていました。

委員会行政視察報告

１月 24 日～ 25 日

議会改革の取組
（宮城県柴田町）

　議員間討議のガイドラインを策定し、政
策提言の合意形成に向けた仕組みを整備さ
れていました。また、議場モニターへの同
時字幕表示など先進的な取組をされていま
した。

　4月　兵庫県養父市議会 （議員定数 ・ 報酬等）

　５月　熊本県玉名市議会 （広報広聴）

10月　島根県雲南市議会 （広報）

11月　広島県廿日市市議会 （広報広聴）

　１月　大分県佐伯市議会 （議会改革 ・ 広聴）

　２月　山形県米沢市議会

　　　　　（広報広聴 ・ ミライプロジェクト）

　　　　 岐阜県土岐市議会 （ミライプロジェクト）

視 察
　丹波市議会では、本会議や

委員会の日程のほか、市議会

からのお知らせをフェイス

ブックでも配信しています。

フェイスブックでも

　　市議会情報を発信中

　マチイロは、全国 800 を

超える自治体で導入されてい

るスマートフォン用アプリで

す。広報たんばやたんばりん

ぐをスマートフォンで見るこ

とができます。

※「マチイロ」の利用料は無料
　　（通信費は利用者負担）

（注）アプリの運営会社が掲載する広告が

表示される場合がありますが、内容に関し

ては一切責任を負いません。

マチを好きになるアプリ
いつでも
どこでも

たんばりんぐ

たんばりんぐを
スマホへお届け

丹波市議会では、議会改革や広報広聴活動などの視察を受け入れています。
令和５年度は全国各地から７つの市議会にお越しいただきました。

　このほかに総務省からの視察もありました。
（ 総務省ホームページに主権者教育の取組事例

  としてミライプロジェクトが掲載されています。）

を受け入れました

令和５年

政策提言の取組等
（岩手県奥州市）

令和６年

全国各地から

視察受入れ議会 視察内容
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※ 個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

氷上混声合唱団パストラールの皆さん

練習会場や音楽

ホールの使用料が

安くなると

うれしいです。

ココ丹波市丹波市とと
をを期待期待していますしています！！市議会市議会にに

丹波市少年少女合唱団の皆さん

   掲載団体募集中！（市内の非営利活動団体に限る）

　広報広聴委員会ではこのコーナーに参加いただける団体を募集しています。

　ご希望される団体の方は下記までご連絡ください。

市内に住む小学１年生から高校３年生

までが活動しています。定期演奏会や

クリスマスコンサートなどに多数出演

しています。

古典から現代までのあらゆるジャンルの曲

を歌う混声合唱団として丹波市を拠点に活

動しています。コーラスの楽しさや素晴らし

さを伝えたいという思いで歌っています。

「帰ってこいよ」の

一環としての文化

助成の創設を期待

します。

音響のよい
音楽ホールの
維持をお願い
します。

少年少女合唱団の育成をはじめ、若い頃からの音楽文化を楽しめるイベントや継続的な活動への理解と支援をお願いします。

　

議
会
は
令
和
５
年
度
３
月

定
例
会
を
終
え
、
心
機
一

転
！
新
年
度
へ
向
け
て
ス

タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、「
対
話
す
る

議
会
」「
若
者
の
声
を
聞
く

議
会
」
を
全
面
に
出
し
て
、

広
報
紙
づ
く
り
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

先
日
も
地
域
の
方
よ
り

「
た
ん
ば
り
ん
ぐ
を
楽
し
み

に
拝
見
し
て
い
ま
す
よ
」
と

の
声
を
い
た
だ
き
、
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
た
ん
ば
り
ん

ぐ
に
１
人
で
も
多
く
の
み
な

さ
ま
が
ご
登
場
い
た
だ
き
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
紙
面
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
に
委
員
一
同
、

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
・
ご
指
導
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

［
発
行
責
任
者
］

議　

長　
　
　
　

垣
内　

廣
明

［
広
報
広
聴
委
員
会
］

委  

員  

長　
　
　

山
名　

隆
衛

副
委
員
長　
　
　

前
川　

進
介

委　
　

員　
　
　

小
川　

庄
策

委　
　

員　
　
　

須
原　

弥
生

委　
　

員　
　
　

小
橋　

昭
彦

委　
　

員　
　
　

酒
井　

浩
二

委　
　

員　
　
　

足
立　

嘉
正
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